
❶浸漬処理
　薬剤液などに10～30分間の比較的短時
間浸漬して処理する。

❷乾熱殺菌
　乾燥種子を70～80℃で数日間処理する。
種皮表面だけでなく、胚や胚乳などの種
皮内部の病原体も不活化させることがで
きる。

❸粉衣消毒
　粉の薬剤を種子に粉衣させる。土壌病
害に対して処理済みの薬剤を働かせる効
果がある。

種子消毒の方法

ブロッコリー種子の薬剤浸漬処理

実エンドウ種子のコーティング作業

　種子消毒については、農薬取締法に則
り農薬の薬剤名と処理の回数、処理した
場所（国内か海外か）表示する義務があり
ます。タキイの種子では種子絵袋の裏面
に記載があります（絵袋裏面Aを参照）。

表示の義務

　安全性が確認された登録のある農薬の
みが消毒に使用されています。種子とし
て普通に取り扱う分には、健康を損なう
恐れはありませんが、タネそのものを食
用としたり、動物に与えたりはしないで
ください。

種子の取り扱いにご注意

タキイの種子をより正
・
し
・
く
・

お使いいただくために…
第３回　種子消毒

この連載では、種子を正しく取り扱っていただくための基本的な知識をテーマに沿ってご紹介していきます。前回は、タキイの高品質
種子が皆さまの手元に届くまでの作業として「種子の精選と選別」についてご紹介しました。今回はもう一つの重要な作業「種子消毒」に
ついて解説します。

タネの秘密をレクチャーします！

←
実エンドウ種子
（コーティング前）

←
大型の乾熱乾燥庫。
種子の乾燥と乾熱殺
菌の両方ができる。

←
機械が回転すること
で、薬剤を種子に粉
衣させる。

←
実エンドウ種子
（コーティング後）

↑薬剤を入れた消毒層に種子を漬けて処理
をする。消毒→洗浄→脱水の後、乾燥機
で種子を乾燥させる。

↑薬液層で薬剤（ボルドー剤）と酢を撹拌す
る様子。

↑種子はメッシュの種子袋に入れられ浸漬
処理される。

←
薬剤の分量、浸
漬の時間など自
動で調整できる。

↑コーティング機に種子と薬剤を入れる。

+
↑コーティング機に種子と薬剤を入れる。

↑種子袋をトレイに並べ処理をする（写真
は小型の乾熱乾燥庫）。

種子絵袋の裏面

A
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